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COIL の教育学的検討 
―協働学習（Collaborative Learning）に焦点を当てて― 

 
 

裵  芝允1・須谷 弥生2 
（2022 年 1 月 10 日 受理） 

 

A Pedagogical Study of Collaborative Online International Learning (COIL) 
―theoretical perspectives and practices― 

 
Jiyun BAE and Yayoi SUTANI 

 
Abstract: Focusing on “collaborative learning” in Collaborative Online International Learning (COIL), 
the purpose of this paper is to review COIL in terms of pedagogical and theoretical background of social 
constructivism to examine and enhance COIL practices critically. Social constructivism is one of the 
ideologies that brought a shift in learning theory that started cooperative and collaborative learning. 
Underlying theoretical perspectives of Saussure, Maruyama, Vygotsky, and Bruner were considered. Also, 
various examples of COIL practices were critically analyzed. To assure the quality of learning in terms of 
collaborative learning, following unique qualities of COIL have been examined and proposed: nature of its 
framework and peer group, pedagogical setup, quality of interactions, and new contextual backgrounds.   
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1．はじめに 

 
Collaborative Online International Learning（以後、COIL）のきっかけとなった実践は、2002 年、ニューヨーク州立大

学（State University of New York、以後、SUNY）のジョン・ルビンの授業「Cross Cultural Video」であり、そこでは、

SUNY の学生とベラルーシ欧州人文大学の教員、学生とを繋ぎ、インターネット上のコミュニケーションを通して映像作品

の協働制作がなされた1。オンラインで、異なる地域の複数の教育機関、複数の教員、学生を結び、授業において学生同士が

協働のプロジェクトを達成するという強力な経験から、ルビンは「学習の新しいパラダイム」としての COIL の可能性を見

出したのである2。以後、2006 年設立された、ルビンを長とした SUNY の COIL センターは、COIL 実践の体系的な整理、

ネットワークの構築、研修やコンサルタントなどを主導的に行い、今日の COIL の実践と普及の拠点としての機能を果たし

ている。日本では、関西大学が 2014 年に SUNY の COIL センターのグローバル・パートナー・ネットワークに加わり、関

西大学の学生に豊富な COIL 授業を提供するとともに、日本国内のネットワーク構築にも力を入れている。 
一方、COIL を支える言説領域は、いくつか重なりあっている。すなわち、高等教育学や国際教育学における大学国際化

論、教育工学における情報通信技術の活用論、教育学における学習論や教授法などである。しかし、COIL は、ある実践か

                                                                 
1 広島大学国際室 
2 川崎医療福祉大学 
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ら始まり、今も個別多様な実践がすでに展開されているため、特定の言説領域に基礎づいているとは言い難い。それでも

COIL を取り巻く教育学の理論的な背景を検討することは、より豊かな実践の方向性の示唆となる。協働学習は、教育方法

学、教育心理学を基盤とした教育学的な観点から、その歴史、思想、実践、言説が批判的に検討され続けているため、COIL
を協働学習の一つとして位置づけることで、そこで行われるはずの「共に学ぶ」ことの意味を再検討することができる。 
本稿では、COIL の最も肝心な要素とされる3「協働（collaboration）」に着目する。そして、協働学習に関する教育学の理

論的背景を確認し、理論的な要点を抑えた上で、COIL 実践を批判的に検討し、その観点から豊かな COIL 実践のための方

向性を提言することを目的とする。まずは、COIL 周辺の用語を整理することで、それが示す実践の範囲を明確にする。  

 
2．COIL とその周辺概念 

 
COIL とは、その名称が示している通り、情報通信技術を活用し、オンライン上で地理的に離れた異なる文化的な背景を

持つ学生同士の交流と協働学習を促す教授法である。そのため、経験的・協働的な学生中心の授業を教員同士が共に構築し、

指導する4。COIL は、しばしば、内なる国際化（internationalization at home）やバーチャル・エクスチェンジ（virtual 
exchange、以降、VE）などの同義語と見なされている。まず、COIL にまつわる用語や諸名称を整理しておく必要がある。 
大学国際化は、COIL が成立した基本的な背景である。教育における「国際化」を示す用語に関しては諸議論が続いてい

るものの、世界的な経済、文化、社会的流れとしてはグローバル化（globalization）が、グローバル化の波を受けた教育機

関や教育的文脈における組織的な実践については、国際化（internationalization）が用いられている5。ジェーン・ナイトは、

大学国際化における国際化を「国家、文化間のグローバル次元を、高等教育の目的、機能、提供に統合するプロセス」と定

義し、プロセスとしての国際化を強調している一方で、留学生の数、大学間協定の数、国際的な大学順位、ブランディング

など、内実を必ずしも伴わない数値的な国際化目標に対して懸念を示している6。 
国際化を、「移動性」を超えた「考え方」として再定義しようとする流れ7によって、従来の大学国際化の形態にも変化が

生じた。その主要なものの一つが「内なる国際化」であり、国内の多文化の資源（主に、留学生）の活用に注目したもので

ある。これには、自国内での異文化間の交流経験を通して、留学生や移民者に対する社会的認識の向上を図るとともに、自

国内で異文化の学習経験を促すという、移動性に基づく留学よりも広範囲の目的があったのである。必然的にそこには、高

等教育機関の正規・準正規カリキュラムの再構成が伴ってくる。「移動性を伴わない」「カリキュラムの再構成」という特徴

に「情報通信技術」が加わった教育の形態が VE である。VE とは「教育者や専門家のファシリテーターの指導のもと、教

育プログラムの一環として、学習者集団が他の文化的背景や地理的な場所にいるパートナーとオンラインで長期間にわたり

異文化間交流や協働を行うことである8」と定義される。 
COIL は VE の定義と重なるが、SUNY という特定の機関がその展開に深く介入している点、教授法として位置づけられ

ている点において、VE の下位概念に位置づけられるといえる。COIL の核心は、教員間、学生間の有意義な交流を促進する

ところにある。有意義な交流とは、授業の中で探索しようとする思想や教材に新しい文脈的意味が加わること、そして、学

生の異文化理解が向上することである9。次節以降では、協働学習を支える学習論の検討、及び、それに基づく COIL 実践報

告の検討を通して、協働学習における「有意義な交流」が指していることを描いてみることとする。 

 
3．協働学習をめぐる教育学的諸理論 

 
さて、本稿では「協働学習（collaborative learning）」という用語を使ってきた。少人数のグループにおける相互作用を学

びの中心とする教育実践は、英語では collaborative learning や cooperative learning、また、日本語では「協同学習」「協

調学習」「共同学習」「協働学習」と、様々に呼ばれている。これら用語の厳密な区別は本稿の内容の範疇をこえるものであ

り、また、それら用語の厳密な区別や定義づけに関する批判的な検討も踏まえるべきであろう10。従って、以下、collaborative 
learning（以下、協働学習）や cooperative learning（以下、協同学習）を中心に要点を押さえることとする。 
両者は共通点を持つ一方、異なる教育的文脈11において発展してきた。注目すべき共通点は、個人の知識の社会的構成に
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関するヴィゴツキー、デューイなどの諸理論、つまり社会的構成主義がそれらの出発点となっていることである。主な相違

点は、両者を区別する要素としての「責任（accountability）」「相互依存性（interdependency）」である。協同学習の場合、

学習者により多くの学習責任と相互依存性が期待される。そのため、授業の構成における指導者の権限が比較的大きく、初・

中等教育の場面でより適切とされている。協働学習における責任と相互依存性は比較的低く、共通の目標を持ちながらも分

担作業の形態をとるということが見受けられる。 
しかし、両者の厳密な区別や定義づけは単純にできるものではなく、学習の題材や目標に合わせて適切にそれぞれの要素

を用いることが求められる。両者を過剰に区別すると、協同学習側から見れば、協働学習では個人の学びの保証ができず「協

働」といいながらも個人の独立性が際立つこと、その反対に指導者の権限が強く学習者の自由度が制限される、といった批

判が出される。さらに、日本では、相互依存関係の度合いをめぐり、cooperative learning にあてる漢字表記に区分が生じ、

単に人が集まっただけのグループ学習は「共同学習」で、互恵的な相互依存関係により目標が確かに共有されたグループ学

習は「協同学習」とされ12、「共
．
に学ぶ」ことと「協

．
力しあう学び」の間の序列化が見受けられる。 

このような両者の過剰な区別は、協同・協働学習の、いわゆる「形骸化」問題とも無関係ではない。少人数の学生が一緒

に学習成果物を作り出せば協同・協働学習を行ったと考える形式的な還元が、形骸化した実践として現れている。COIL の

ような実践に対しても同様な指摘がなされている。つまり、異なる文化背景を持つ学生たちをオンライン上でつないでおけ

ば、何となく、自動的に、何らかの交流を通して異文化に対する知識や対応能力が育まれるといった期待を抱いている一方

で、実際には表面的なレベルでの取り組みしか行われない場合が多い、といった指摘である13。協同・協働学習の最大の狙

いである学習者同士の相互作用がどういったものなのかが理解されなければ、単に「4-5 人のグループが、あるトピックに

ついて話し、調べ、その成果物を示せば協働学習」といった表面的な理解にとどまり、実践の形骸化へとつながるであろう。 
学習者同士の相互作用を重視した学びとは何か、についてのヒントを、協同・協働学習の出発点でもある社会的構成主義

の学習論に求めることができる。社会的構成主義は、認識論としての構成主義の延長線上で「人はどのように知るか」につ

いての思想である。「人間の知は構成されるものである」といった構成主義の認識論を受け継ぎつつも、知識は、間主観的に、

社会というコンテクストの中で成立するものであるというのが、社会的構成主義の基本的な考え方である。その中心的な論

者の一人、教育心理学者のジェローム・ブルーナーは、知の構成についての認識の転換の必要性を強調する14。まず、知の構

成主体としての精神（mind）が固定的・不変的なものではなく「課題に対して適用される方法」であるという精神の概念の

再定義、また、知的発達段階には高低の価値がつけられず、各レベルが固有の論理を有すること、最後に、知識の「生成性

（generativeness）」である。人は、「外との交換（the exchange）」を「内なる変化（an inchange）」15にさせることで、学

び、変化し、成長するのであり、この意味において「学び」は本質的に協働的であると言えよう。 
社会的構成主義のこのような基本的な前提には共感ができても、それに直接的に基づく授業を構成するとなると、それは

容易なものではないだろう。学びの主体である学習者は、昨日と同じ姿で今日も教室に座っているため、内的変化は捉えに

くい。その上、授業で教えるべき内容があらかじめ決まっている場合が多いからだ。 
そこで、学習者の相互作用を重視した学びの性質を明らかにするために、知の社会的構成において決定的な役割を果たし

ている言語に着目し、そのプロセスをより詳細に検討しようと試みる研究がある16。それは、言語哲学者の丸山圭三郎によ

り解釈されたソシュールの言語論（丸山ソシュール論）を参照している17。丸山はまず、それまで漠然と用いられていた「言

葉」の概念そのものを見直したことにソシュール言語学の意義を見出している。一言で「言葉」といっても、そこには、言

葉を生み出し・理解する能力（ランガージュ）と、多種多様な国語体（ラング）と、実際になされる言行為（パロール）と

がある18。さらに、パロールには、ラングという一定のルールの基で発現する（パロール１）と、ラングという制度そのもの

を作り変える機能（パロール２）がある。ラングとパロールのこのような関係には、互いが互いを作り、作り直されるといっ

た相互依存関係にあり、言語は固定的・不変的なものではなく、社会的に構成され続ける動的なものとして理解される。 
個人の学びのメカニズムを説明するためには、言語を使用する個人を想定する必要があり、ランガージュ、ラング、パロ

ールの三つの概念では不十分である。そこで「ラングの個人的写像」と「パロール 3」が想定できる。例えば、日本語、韓国

語といった国語体としてラングは一人ひとりが所有しているが、それは一様なものではなく、個々人においては世界を分節

化する異なる網の目のように現れる。私たちが何かを認識・理解することは、個人において構成されてきた言語や知の体系
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による分節化である（食卓の上にある赤い球体は、分節化されてリンゴと認識される）。日本語話者は日本語というラング全

体を知っているのではなく、その一部を学び、自分のものとしてラングの姿を写し取ったものを所有し、使用する。これを

「ラングの個人的写像」と規定できる19。そして、私たちは既存の「ラングの個人的写像」を変容させることで、新しい事柄

を学びとることができるのである。その変容は内部から自動更新されるのではなく、外部との相互作用によって生じるので

あり、この変容を生じさせる相互作用が、パロール 3と規定できる20。つまり、個人が築いてきた言語や知の体系（ラングの

個人的写像）により、私たちは世界を認識し、理解しているのだが、この体系は固定的なものではない。むしろ、言語や知

の体系の変容こそが学びであり、変容は自己・他者・対象との有意味な相互作用（パロール 3）を必要とする。 
パロール３の働きによるラングの個人的写像の生成と修正は、社会的構成主義の学習論の一つとして位置づけられるヴィ

ゴツキーの理論うちの、発達の最近接領域の概念と関連づけられる。ヴィゴツキーは次のように述べる。 
 

動物は、どんなに知恵のあるものでも、模倣あるいは学習によって自分の知的才能を発達させることはできない。…学

習心理学全体にとっての中心的なモメントは、共同のなかで知的能力の高度の水準に高まる可能性、子どもができるこ

とからできないことへ模倣を通じて移行する可能性である。発達にとっての教授−学習のすべての意義はここに基礎を

おく。これが、実をいえば、発達の最近接領域という概念の内容をなすのである。21 
 
ヴィゴツキーの述べる模倣とは、単なる真似でも既にできる範囲のことを真似ることでもなく、できることから未だでき

ないことへと向かうようになる可能性を導き出す模倣であり、その可能性の範囲が発達の最近接領域と呼ばれる。その際、

模倣は有意味な相互作用として、個人の言語や知の体系に変容、つまり、学びをもたらすのである。ラングの個人的写像の

形成・修正をもたらすもの、つまり、個人の言語や知の体系を変容させ、学びにつながる相互作用は、他者との関わり合う

ことにより活性化すると考えられる。特に学びの契機をもたらす相互作用の可能性は、身近で、模倣できそうなある程度、

同質性を帯びた他者との間、しかしながら、自分自身の知の体系に変容をもたらす契機を触発するくらいの異質性をも持っ

ている他者との間にあるだろう。そのため、学びの場としては、異なるラングの個人的写像を有するような多様性のある共

同体が尊重されるべきである。例えば、比較的同質性の高い集団なら、同じ学年・学級内のグループ、比較的異質性の高い

集団なら、異学年集団や、異なる文化的背景を持つ学習者集団などが挙げられる。このような学習集団において、やりとり

を通して互いが有する言語・知の体系の違いに気づかされ、再編成することが、学びのための要点の一つとして考えられる。 
また、このような学びは、項目やトピック単位に途切れた出来事より、連続した一種の「物語」として現れるといえよう。

ブルーナーは「意味」を心理学の中心概念とし、人が意味を形成していく過程に注目し、そこにおける社会・文脈的コンテ

クストと物語を強調する。彼は幼児期の子どもが「意味」を形成していく発達過程を追っていく中で、人間の認知過程は物

語を形成する仕方で行われることを見出した。ブルーナーは物語の主な構成要素として、主体性、時系列線形性、規範性を

挙げる。つまり、私たちが何かを理解し、意味を形成していくことは、関連主体を想定し、あるストーリーにおいて連続性

を与え、世の中の通念と照らし合わせながら行うのである。 
 

私が明らかにしておきたかったのは、物語という表現形式で経験を表すわれわれの能力が、ただの子どもの遊びではな

く、文化の中で営まれるわれわれの生活の大部分を支配する意味を形成する手段としてあるということである。その範

囲は、寝る前の独り言から、法制度下での慎重に考慮した証言にまでわたる…ストーリーは、「現実」そのものを和らい

だ現実にする。22 
 
ここで、協同・協働学習に立ち返って考えてみると、教師が一方的に説明する一斉教授に比べ、協同・協働学習では、原

理的には学び（個人の知の体系に変容）が行われる可能性が高い。なぜなら、まず、多数の他者とのやりとりを通して複数

の異なる知の体系同士の間に相互作用が生じるからである。このような意味において、協同・協働学習は、知の構成にとっ

て重要な学習方法としてしばしば取り挙げられる。しかしながら、教師による一斉教授の重要性にも目を向ける必要がある。

ラングの個人的写像は好き勝手に生成・再編成できるものではなく、基本的には社会や文化が共有・合意している言語・知
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の体系（ラング）を前提としている。従って、その社会・文化内で体系立ったラングを提示する必要があり、それが学問体

系から作られた教科、そして、教科の内容を理解している教師による教授である。 
それゆえに、協同・協働学習における課題と場の設定に関する教師の役割も重要である。課題の設定において、教師は学

習者が持つ言語・知の体系をある程度理解し、それに変容をもたらすきっかけとなる、できる領域からできない領域へと誘

うことを視野に入れた課題を設定することが求められる。場の設定においては、学生間、教師-学生間、教材-学生間の、有意

味で活発な相互作用を導くために、例えば、授業の初期の段階にアイスブレイク活動を導入したり、教材の難易度を段階的

に調節したり、学生間の相互作用なしには解決できない課題を設定したりするなど、様々な方法や戦略が求められる。しか

しながら、場や課題を設定すれば自動的に学習が促進されるとは限らない。教師は、学習者の中で生じている知の構成が促

されるよう、適宜、必要な援助や、刺激となる問いやフィードバックを投げかけることが必要である。 
社会的構成主義の学習論から考えてみれば、協同・協働学習において行われる学びは他者との相互作用を通して個人が持

っている言語・知の体系を修正し、新たに生成するプロセスであることから、有意味な相互作用が鍵となる。この視点を念

頭におきながら COIL 実践にみられる協同学習の具体例を取り上げ、そこで行われる学びについて批判的に検討する。 

 
4．COIL 実践事例の在り方 

 
 表１は、COIL 実践事例の協働学習に焦点を当て、授業の目標、枠組み、主な課題、協働学習としての特徴をまとめたも

のである。これら事例を社会的構成主義の学習論から再検討し、以下の 5 点が明らかになる。 
(1) 授業の枠組みの特徴 

COIL 授業は、数週間から数ヶ月の期間がいくつかの活動で区切られている。活動には、アイスブレイク活動、講義、グ

ループワーク（調査、討論、教え合い、分担作業、課題解決など）、発表、フィールドワークなどが含まれている。多くの COIL
授業が「アイスブレイク→グループワーク→最終課題の制作・発表」といった 3 段階からなる枠組みを採用している。これ

は、ルビンらが提示する COIL 授業のタスク・シークエンス23や、SUNY の COIL モデル24、欧州委員会の EVALUATE プ

ロジェクト25における授業の枠組みとも概ね一致している。 
このように授業のフェーズを区分することにはいくつかの利点が考えられる。まず、授業期間という時間単位を活動内容

や難易度により区切ることで、授業全体が連続性を持つ物語として捉えられ、学びを促すと考えられる。つまり、学習者が

学んだある題材は、文脈から離れて孤立した項目としての内容ではなく、他国の学生との初対面、話し合い、助け合い、緊

張感、達成感など、全てからなる物語の一部として位置づけられるのである。また、学生の相互作用を段階的に導くことが

でき、学習集団における異質性や違和感、ぎこちなさを段階的に減らし、関係性を築くように誘うことができる。そのため

に重要な役割を果たすものが「アイスブレイク活動」である。アイスブレイク活動は、参加者に互いの社会的存在感（social 
presence）を認識させるために重要視され、比較的プライベートな題材が推奨されている26。この段階は、COIL 学習集団の

特性である、異質性と同質性の混在にも関連するのである。 
(2) 学習集団の特徴 

個人の知の体系の変容が模倣や相互作用の影響で引き起こされるとしたら、学習集団は、互いの模倣が行われるほどの同

質性と同時に、既存の知の体系の規範性に影響を与えるほどの異質性を持つことが求められる。その意味で COIL での学習

集団は、異質性と同質性の混在が目立つ集団である。多くの場合、参加者は異なる母語を使い、異なる地域・国で暮らし、

異なる文化的背景を持っている。このような異質性は、自分自身が持っている知の体系の揺らぎを引き起こす相互作用が期

待される。また、アイスブレイク活動など各授業の段階を経ることで、今度は同質性が目立つようになってくる。同年代で、

大学生として似たような日常を送っていることがわかってくるのである。同質性を感じるようになれば、模倣や同感のよう

な相互作用が引き起こされ、発達の最近接領域における学びにつながるのである。このようなことは、授業の内容外の部分

（相手の発言態度、授業中の姿勢、相槌など）においても生じる。実践事例には、あえて異質性を強調する授業もいくつか

見られる。例えば、表 1 の実践「イ」は看護と建築といった異なる専攻の学習者集団を設けることで、異質性をさらに際立

たせた。また、実践「ロ」では、米国とメキシコが互いに対して持つステレオタイプを、あえて授業内で開示している。 
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表
 1
 
CO
IL

実
践
事
例
に
お
け
る
協
働
学
習
の
内
容
 

参
加
大
学
「
科
目
名
」（

参
加
者
）

①
授
業
の
目
標
、
②
主
な
課
題
の
内
容
、
③
授
業
の
枠
組
み
、
④
協
働
学
習
と
し
て
の
特
徴

イ 27

A
米
国
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
ナ
ッ
ソ
ー
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ
「
看
護
の
基
礎
」

（
20

16
年

32
名
、

20
17

年
33

名
）

 
①
異
文
化
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
向
上
し
、
他
領
域
間
の
複
合
的
な
理
解
を
深
め
る
。

②
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
あ
る
地
域
に
仮
想
の
介
護
施
設
計
画
を
作
成
。
B
の
学
生
は
、
建
設
の
技
術
的
・
行
政
的
側
面
を
、
A
の
学
生
は
、
介
護
施
設
と
し
て
の

条
件
に
つ
い
て
の
文
献
調
査
や
要
介
護
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
主
に
担
当
。
 

③
異
な
る
分
野
の
学
生
が
同
等
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
寄
与
で
き
る
よ
う
な
課
題
。
単
元
ご
と
に
同
期
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
非
同
期
で
の
協
働
学
習
。

④
異
文
化
の
要
素
と
し
て
「
国
」、
「
専
門
分
野
」
の

2
要
素
を
取
り
入
れ
、
両
専
攻
の
学
生
が
同
等
に
寄
与
で
き
る
よ
う
な
課
題
と
活
動
を
設
定
し
て
い
る
。

 

B
メ
キ
シ
コ
、
サ
ン
・
ル
イ
ス
・
ポ
ト
シ
ー
自
治

大
学
、
住
居
学
部
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
技
術
評
価
」

（
20

16
年

26
名
、

20
17

年
8
名
）

 

ロ 28

A
米
国
、
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
大
学
「
ビ
ジ
ネ
ス
文

化
」（

8
名
）

 

①
ビ
ジ
ネ
ス
分
野
に
お
い
て
受
け
入
れ
る
べ
き
文
化
的
違
い
に
対
す
る
理
解
を
向
上
す
る
。

②
道
徳
的
ジ
レ
ン
マ
や
両
文
化
の
差
異
を
考
慮
し
た
模
擬
ビ
ジ
ネ
ス
契
約
書
の
作
成
。

③
大
き
く

3
つ
の
活
動
に
よ
り
構
成
。
活
動

1
は
、
混
成
の
グ
ル
ー
プ
を
作
り
自
己
紹
介
、
活
動

2
は
、
事
前
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
関
す
る
調
査
を
含
む
同

期
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
活
動

3
は
、
非
同
期
で
の
グ
ル
ー
プ
・
ワ
ー
ク
を
含
み
、
同
期
で
の
最
終
課
題
解
決
。

 
④
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
代
表
さ
れ
る
互
い
の
「
相
違
点
」
に
つ
い
て
対
話
を
行
う
こ
と
の
難
し
さ
が
現
れ
た
。「

活
動

2」
は
思
い
の
ほ
か
学
生
た
ち
が
躊
躇

し
、
教
員
が
促
す
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
活
動
に
関
し
て
感
じ
た
こ
と
を
振
り
返
り
、
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
て
い
る
。

B
メ
キ
シ
コ
、
モ
ン
テ
レ
イ
工
科
大
学
「
ビ
ジ

ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」（

16
名
）

 

ハ 29

A
米
国
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
バ
ッ
フ
ァ

ロ
ー
校
（

1
名
）

 
①
持
続
可
能
な
未
来
の
た
め
の
ア
パ
レ
ル
産
業
の
展
望
を
よ
り
よ
く
理
解
し
、
そ
の
認
識
を
地
域
に
広
め
る
。

②
環
境
と
ア
パ
レ
ル
産
業
に
関
す
る
調
査
、
討
論
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
含
め
、
各
地
域
で
こ
れ
ら
の
理
解
を
広
め
る
。

③
授
業
は
、「

事
前
準
備
」「

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」「

伝
播
」
の
段
階
。
共
通
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
、
各
地
域
の
学
生
、
教
員
が
調
査
内
容
を
共
有
し
、

互
い
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
先
立
ち
学
び
、
議
論
。

18
日
間
、
各
大
学
の
地
域
へ
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
。
伝
播
の
段
階
は
、
各
大
学
が
様
々
な
形
式
（
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
開
催
、
ブ
ロ
グ
、
ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
各
種

SN
S
な
ど
）
で
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
学
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
の
広
報
活
動
。

コ
ン
テ
ン
ツ
の
閲
覧
数
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
、
参
加
者
数
や
そ
の
反
応
に
よ
り
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
反
響
を
評
価
。

④
参
加
者
は
、
ロ
ー
カ
ル
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
企
画
に
携
わ
り
、
ロ
ー
カ
ル
に
授
業
の
知
見
を
伝
播
す
る
、
と
い
っ
た
明
確
な
目
標
と
使
命
を
持
つ
。

B
英
国
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

大
学
（

1
名
）

 
C
中
国
、
北
京
服
装
学
院
（

1
名
）

 
D

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

RM
IT

大
学
（

1
名
）

 

ニ 30

A
米
国
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
工
科
大
学
「
ア
ジ
ア
ン
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
ア

ー
ト
と
デ
ザ
イ
ン
」（

20
16

年
25

名
、

20
17

年
25

名
）

 

①
芸
術
・
外
食
産
業
に
お
け
る
ア
ジ
ア
系
移
民
者
の
貢
献
と
向
上
戦
略
に
関
す
る
理
解
を
向
上
す
る
。

②
芸
術
・
外
食
産
業
の
ア
ジ
ア
系
移
民
者
の
起
業
家
に
つ
い
て
の
調
査
・
発
表
、
そ
の
際
、
異
文
化
の
要
素
を
分
析
し
、
企
業
の
改
善
戦
略
を
導
出
。

③
大
き
く

3
つ
の
活
動
で
構
成
。
活
動

1
は
、
グ
ル
ー
プ
毎
の
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
活
動
、
活
動
２
は
、
課
題
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
含
む
グ
ル
ー
プ
で
の
調
査
、
活
動

3
は
最
終
発
表
。

 
④
授
業
テ
ー
マ
の
ア
ジ
ア
系
移
民
者
起
業
家
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
そ
の
事
例
が
集
中
し
、
焦
点
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
向
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
移
民
者
に
対
す

る
環
境
や
経
験
そ
の
も
の
は
両
国
の
間
で
大
き
く
異
な
る
。「

移
民
」
を
取
り
巻
く
地
域
的
な
差
異
や
、
現
在
の
政
治
的
状
況
に
関
心
が
拡
大
さ
れ
た
。

B
メ
キ
シ
コ
、
カ
リ
ベ
大
学
（

20
16

年
35

名
、

20
17

年
18

名
）

 

ホ 31

A
イ
ス
ラ
エ
ル
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ア
カ
デ
ミ

ッ
ク
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
大
学

①
企
業
家
能
力
、
特
に
文
化
多
様
性
に
関
す
る
意
識
を
向
上
し
、
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
能
力
を
育
む
。

②
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
作
成
・
分
析
に
つ
い
て
の
理
論
を
も
と
に
、
協
働
的
に
模
擬
ス
タ
ー
ト
・
ア
ッ
プ
を
実
施
。

③
1
ヶ
月
間
、
伝
統
的
な
講
義
型
の
授
業
（

4
回
）
と
、
学
生
主
導
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
授
業
「
ハ
ッ
カ
ソ
ン
（

ha
ck

at
ho

n）
」（

3
回
）
を
交
互
に
実
施
。

各
大
学
の
学
生
た
ち
が

1
回
ず
つ
ハ
ッ
カ
ソ
ン
を
開
催
。
第

1
回
目
の
ハ
ッ
カ
ソ
ン
は
、
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
活
動
や
性
格
テ
ス
ト
、
企
業
家
像
に
関
す
る
ビ
デ

オ
制
作
。
第

2
回
目
は
、
ト
ピ
ッ
ク
を
選
定
、
グ
ル
ー
プ
を
組
織
、
第

3
回
目
は
、
授
業
で
学
ん
だ
理
論
を
基
盤
に
し
た
課
題
に
向
け
て
の
作
業
。

 
④
こ
の
授
業
で
は
、「

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
」
に
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
」
と
い
っ
た
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
付
与
さ
れ
た
。
表
面
的
に
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
い

う
題
材
に
関
す
る
一
つ
の
課
題
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
学
生
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
ホ
ス
テ
ィ
ン
グ
す
る
と
い
っ
た
、
形
式
面
に
お
け
る
も
う
一
つ
の
課
題

や
実
践
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

B
ク
ロ
ア
チ
ア
、
ユ
ラ
イ
・
ド
ブ
リ
ラ
大
学
プ

ー
ラ
経
済
・
観
光
学
部

C
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ウ
ィ
ー
ン
経
営
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
応
用
化
学
大
学

ヘ 32
A

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
タ
ス
マ
ニ
ア
大
学
医
学

部
（

49
名
）

 

①
医
療
教
育
に
お
け
る
国
際
化
、
特
に
、
国
際
保
健
に
関
す
る
理
解
や
、
異
文
化
理
解
能
力
を
向
上
す
る
。

②
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
様
々
な
国
際
保
健
の
問
題
に
関
す
る
調
査
・
比
較
を
行
い
、
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
ト
を
作
成
。

③
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
先
立
ち
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ツ
ー
ル
や
ス
キ
ル
に
関
す
る
講
義
や
学
習
資
料
を
配
布
。
両
大
学
の
混
成
の

8
名
の
グ
ル
ー
プ
を
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B
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ヌ
サ
・
チ
ュ
ン
ダ
ナ
大
学

医
学
部
（

22
名
）

 

構
成
し
、
テ
ー
マ
を
選
び
、
課
題
へ
自
習
的
に
取
組
む
。
課
題
提
出
後
、
全
体
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
最
も
優
れ
た
課
題
を
教
員
側
が
発
表
。

 
④
授
業
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

A
の
学
生
か
ら
は
授
業
へ
の
肯
定
的
な
評
価
が
少
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
適
度
に
取
れ
ず
、
技
術
的
な
問
題
か
ら
も
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
た
と
い
う
感
想
が
目
立
つ
。
授
業
の
構
成
の
中
、
事
前
指
導
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
や
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
ハ

ウ
ツ
ー
」
を
教
え
る
内
容
で
、
学
生
が
関
係
性
を
築
く
場
面
が
少
な
か
っ
た
。
課
題
そ
の
も
の
も
、
分
担
作
業
が
主
に
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 

ト 33
 

A
米
国
、
デ
イ
ト
ン
大
学
、
技
術
工
学
専
攻
「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
」（

20
名
）

 ①
多
様
な
環
境
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
欠
か
せ
な
い
社
会
的
、
対
人
間
、
異
文
化
間
の
対
応
能
力
を
向
上
す
る
。

 
②
外
部
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
か
ら
課
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
課
題
（
例
え
ば
、
よ
り
豊
か
な
経
験
の
た
め
の
デ
イ
ト
ン
国
際
平
和
博
物
館
の
リ
モ
デ
リ
ン
グ
）
。

 
③

8
週
間
の
期
間
中
、
最
初
の

6
週
間
は
互
い
の
担
当
教
員
に
よ
る
講
義
（
非
同
期
型
）
を
通
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
課
題
の
た
め
の
必
要
な
技
術
や
知
識
を

学
ぶ
。
課
題
解
決
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
学
生
同
士
が
自
主
的
に
、
テ
レ
ビ
会
議
、

SN
S、

メ
ー
ル
な
ど
を
通
し
て
行
い
、
進
行
状
況
を
教
員
と
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
に
報
告
。
最
終
報
告
書
と
口
頭
発
表
。

 
④
実
際
の
企
業
が
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
し
て
課
題
を
課
す
る
こ
と
で
、
教
室
と
実
世
界
の
連
結
を
図
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
授
業
に

CO
IL

を
導
入
す
る
理
由
、
期

待
で
き
る
効
果
、
予
想
さ
れ
る
難
点
な
ど
を
、
開
始
前
に
学
生
に
説
明
し
て
い
る
。

 

B
ガ
ー
ナ
、
ガ
ー
ナ
大
学
、
材
料
工
学
専
攻
「
環

境
工
学
」（

11
名
）

 

チ 34
 

A
イ
ス
ラ
エ
ル
、
英
語
教
育
専
攻
、

TE
SO

L
プ

ロ
グ
ラ
ム
（

10
名
）

 
①
バ
ー
チ
ャ
ル
・
エ
ク
ス
チ
ェ
ン
ジ
を
通
し
て
、

 初
期
の
教
師
教
育
に
お
け
る
に
外
国
語
能
力
、
異
文
化
理
解
能
力
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
活
用
能
力
を
向
上
さ

せ
る
。
ま
た
、
そ
の
交
流
に
お
け
る
教
育
的
介
入
の
効
果
を
検
証
す
る
。

 
②
革
新
的
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た
言
語
教
育
の
授
業
法
に
つ
い
て
学
び
、
そ
れ
に
基
づ
く
指
導
案
を
開
発
。

 
③

6-
7
名
の

3
大
学
混
合
の
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
、

6
週
間
の
間
、
各
グ
ル
ー
プ
は
一
緒
に

3
つ
の
課
題
を
解
決
。
タ
ス
ク

1「
情
報
交
流
タ
ス
ク
」
は
、
自

己
紹
介
を
し
、
グ
ル
ー
プ
名
や
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
ル
ー
ル
を
決
め
る
。
タ
ス
ク

2「
比
較
タ
ス
ク
」
は
、
主
な
課
題
に
関
す
る
各
国
の
事
情
、
意
見
、
観
点
に

つ
い
て
話
し
合
う
。
タ
ス
ク

3「
協
同
タ
ス
ク
」
は
、
協
働
で
指
導
案
を
作
成
。

 
④
予
測
さ
れ
な
か
っ
た
学
生
間
の
「
葛
藤
」
を
教
育
的
な
介
入
が
必
要
な
事
例
と
し
て
教
室
内
で
取
り
上
げ
て
い
る
。

 

B
ス
ペ
イ
ン
、
中
等
学
校
英
語
教
育
専
攻
（

20
名
）

 
C

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
高
等
学
校
英
語
教
育
専
攻

（
9
名
）
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A
日
本
、
鹿
児
島
大
学
医
学
部
「
国
際
看
護
学
」

（
31

名
、
派
遣
は

12
名
）

 
①

3
カ
国
に
お
け
る
へ
き
地
医
療
の
現
状
、
社
会
・
環
境
的
状
況
に
関
す
る
理
解
を
深
め
、
地
方
に
お
け
る
看
護
の
役
割
と
責
任
を
自
覚
す
る
。
ま
た
、

CO
IL

後
の
へ
き
地
医
療
現
場
へ
の
派
遣
・
受
入
に
つ
な
げ
、
異
文
化
理
解
、
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
へ
き
地
医
療
へ
の
理
解
の
向
上
を
促
す
。

 
②
へ
き
地
医
療
に
関
す
る
論
文
の
精
読
と
討
論
、「

へ
き
地
の
健
康
格
差
」「

住
民
の
ニ
ー
ズ
」
な
ど
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
グ
ル
ー
プ
で
の
調
査
発
表
・
討
論
。

 
③

A
と

C
は
同
期
で

5
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、

B
は
主
に
非
同
期
で
活
動
。
ま
ず
、

B
の
学
生
が
米
国
の
へ
き
地
医
療
課
題
に
関
す
る
発
表
・
討
論
を
録

画
。

A
と

C
が
そ
れ
を
視
聴
し
、
同
期
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

B
の
発
表
内
容
に
関
す
る
討
論
、
発
表
の
テ
ー
マ
の
決
定
、
発
表
準
備
、
発

表
。

B
は
こ
の
発
表
を
視
聴
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
し
、

A
と

C
は
こ
れ
を
も
と
に
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
。

 
④
時
差
や
言
語
の
問
題
を
考
慮
し
、
参
加
グ
ル
ー
プ
に
異
な
る
役
割
を
与
え
て
い
る
（

B
は
聴
者
・
応
答
者
、

A
と

C
が
協
働
の
相
互
作
用
）。

 

B
米

国
、

べ
レ

ア
カ

レ
ッ

ジ
「

N
ur

sin
g 

Re
se

ar
ch

」（
派
遣
は

6
名
）

 
C

韓
国

、
中

央
大

学
校

赤
十

字
看

護
大

学

「
Co

m
m

un
ity

 H
ea

lth
 N

ur
sin

gⅡ
」
（

84
名
、
派
遣
は

6
名
）

 

ヌ 36
 

A
日
本
、
広
島
大
学
「

AS
EA

N
フ
ィ
ー
ル
ド
ス

タ
デ
ィ
」（

10
名
）

 

①
両
国
の
戦
争
史
に
つ
い
て
の
共
同
比
較
研
究
を
通
し
て
、
学
生
た
ち
の
「
平
和
」
認
識
を
深
め
る
。

 
②
「
広
島
と
第
二
次
世
界
大
戦
」
と
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
内
戦
」
に
つ
い
て
教
え
合
い
、
新
た
な
視
点
か
ら
両
国
の
戦
争
史
に
つ
い
て
比
較
研
究
を
行
う
。

 
③

3
か
月
の
間
、

3
つ
の
課
題
を
解
決
。
課
題

1「
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
活
動
」
で
は
、
グ
ル
ー
プ
で
自
己
紹
介
動
画
を
作
成
・
共
有
。
課
題

2「
比
較
と
分
析
」

で
は
、
各
グ
ル
ー
プ
が
自
国
の
戦
争
史
に
つ
い
て
講
義
動
画
を
作
成
し
共
有
。
課
題

3「
共
同
比
較
研
究
」
で
は
、
混
成
の
グ
ル
ー
プ
で
、
戦
争
史
に
関
す
る

視
点
（
例
え
ば
「
戦
争
の
記
憶
を
ど
う
継
承
す
る
か
」
な
ど
）
を
設
定
し
、
共
同
研
究
を
実
施
。
そ
の
成
果
の
発
表
は
、
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
の
際
に
実
施
。

 
④
個
人
が
持
っ
て
い
る
歴
史
的
認
識
と
理
解
が
主
な
題
材
で
あ
り
、
互
い
が
寄
与
せ
ず
に
は
達
成
で
き
な
い
よ
う
な
課
題
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
交
流

の
期
間
が
比
較
的
長
く
、
適
切
な
ツ
ー
ル
の
活
用
で
、
十
分
な
相
互
作
用
を
促
し
て
い
る
。

 

B
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
王
立
プ
ノ
ン
ペ
ン
大
学
、
歴

史
学
専
攻
（

16
名
）

 

ル 37
 

A
日

本
、

南
山

大
学

「
Pr

oj
ec

t 
Ba

se
d 

Le
ar

ni
ng

 C
O

IL
」（

7
名
）

 
①
長
期
留
学
を
終
え
た
学
生
た
ち
を
対
象
に
、
問
題
発
見
・
解
決
力
を
養
成
す
る
（

B
の
学
生
は
、
こ
れ
に
加
え
日
本
語
能
力
の
向
上
、

C
の
企
業
側
は
、
若

い
世
代
の
車
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
把
握
）。

 
②
「
未
来
の
車
の
カ
タ
チ
」
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
提
案
し
、
発
想
力
、
一
貫
性
、
説
得
性
を
評
価
。

 
③
授
業
の
枠
組
み
は
、

3
つ
の
構
成
「
企
業
に
よ
る
講
義
と
質
疑
応
答
」「

課
題
に
向
け
て
の
学
生
グ
ル
ー
プ
の
協
働
の
取
り
組
み
」「

最
終
発
表
」。

 
④
参
加
し
た
両
大
学
の
学
生
と
企
業
が
、
各
々
の
異
な
る
目
的
を
明
確
に
持
ち
な
が
ら
共
通
の
課
題
に
取
り
組
む
。

 

B
米

国
、

ア
リ

ゾ
ナ

州
立

大
学

「
Bu

sin
es

s 
Ja

pa
ne

se
」（

9
名
）

 
C
日
本
の
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
企
業
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互いが持つステレオタイプについて話し合う、といったぎこちない活動、また、両国の間で認めるべき異質性を踏まえた最

終課題が設定されている。また、実践「チ」では、イスラエルとスペインの学生の間で生じた誤解による葛藤を、あえて授

業内に取り上げている。葛藤は、課題に関するアイディアを出し合う中で、互いが無視されているという感情から生じた。

スペインの学生は、イスラエルの学生の発言を解釈する際に「イスラエルではあなたたちスペインとは違って、プロジェク

トを重視する」といった異質性を際立たせる思い込みに至ったのである。この事件をむしろ学びのきっかけと捉えた教員は、

それぞれの国の授業において、自分たちが相手に対して抱いていた暗黙の前提について批判的に省察、検討し、この葛藤の

解決に向けてどうすべきかを授業内で取り上げ、お互いの学生がメールを通して解決策を実行できるように促した。 
 (3) 授業デザインにおける教師の仕掛け 

教師の間の相互作用による授業デザインが、COIL における有意義な協働学習を導く鍵となる。特に、学習者が自分ごと

としての学びに参加でき、活動や課題に同等に寄与できるようにさせる仕掛けが求められる。まず、COIL はその仕組みの

特性上、ある程度、学習者の当事者意識が保証される。それは、異質性が高いと思われる集団同士が出会うため、互いが一

種の「観客」のような役割をするからである。異質性の高い他者に、自分について、自分が知っていることについて伝える

ことは、同じ教室内の仲間に向けて行う時とは緊張感や使命感の度合いが異なるはずである。それに加え、教師はさらなる

仕掛けを設けることができよう。例えば、実践「ハ」、「ホ」において、学生たちは自主的にカンファレンスやワークショッ

プを主催することが課されている。そこで明確な責任と任務が課されている。実践「ハ」は学んだことをローカルの人々に

広めること、実践「ホ」は模擬起業という最終課題が設定されている。また、実践「ト」、「ル」では、第三者として企業を、

それぞれクライアントと課題提案者として介入させることで、学生の当事者意識を高めている。 
また、相互依存性の高い課題の設定という仕掛けによって、学生間の活発で有意味な相互作用を導くことができる。例え

ば実践「イ」では、学習者が看護と建設という異なる分野における知識や観点を発揮できるような同一課題（介護施設の建

設）が課されている。また、実践「ヌ」では、同じ戦争史というカテゴリーにおいても互いが学ぶ機会が少ないであろう、

広島とカンボジアのそれぞれの戦争史について、互いに講義し合っている。学習者が確実に課題に寄与できるような仕掛け

が、課題やテーマの設定を通してなされているのである。一方、実践「ヘ」は、学生が関係性を築く場面が少なかった上に、

課題そのものも与えられた論文についてのアブストラクトを作成することであった。英語を母語としない学生にとっては能

力が発揮できる側面が少なく、単に分量を分けて進めるタイプの課題として相互依存性の高い課題とは言い難い。 
(4) COIL における相互作用の特徴 

COIL で行われる相互作用やコミュニケーションは、日常的なものとは異なる点がいくつかある。まず、コミュニケーシ

ョンに時間差が生じる。これは、特に非同期型の活動でよく現れる。ある学生が投稿した発言が見られたり、読まれたりす

ることは即座ではなく、数時間から数日を要することになる。返信もそうである。このようなコミュニケーションにおける

時間差は、COIL 活動の難点の一つでもあり、このことにストレスを感じる学生の感想も見られる。しかしながら、日常の

会話を極端なスローモーションで行うといった観点から、 省察を引き起こす可能性も考えられる。相手の反応を待つ間に自

分の発言について振り返り、相手の反応を予測し、実際の反応を解釈・理解する一連のプロセスが時間をかけることで内観

的に行われる。これは、日常の会話で自動的に行われるやりとりを、分析的に、意識的に行うきっかけとなる。 
また、実生活とは離れたオンライン空間では、そこで使われる言語メディアの間接性と不確実性が増す。この場合、参加

者にとって「模倣」は重要な戦略となる。例えば、実践「ロ」における米国とメキシコの互いのステレオタイプを、ほとん

ど初対面の人と話し合うというぎこちない時間は、教師によって打破された。教員が先に「メキシコ人はタコスばかり食べ

ないし、アメリカ人はハンバーガーばかり食べるわけではない」といい、学生は、この発言により、どの限度のステレオタ

イプを開示していいのか、また、教員間の関係性がどれほど出来上がっていて自分たちもそれに乗っていいのかを察するこ

とができるだろう。その後は、学生も食べ物、伝統、外見など様々なステレオタイプについて意見を交わしている。この事

例においてステレオタイプに関する込み入った議論に到達したとは言い難い。しかしながら、開示を避けてきた、あるいは

無意識的に持っていた事柄、つまり、ステレオタイプを主題として対話を開始させることへの一歩を誘うといった意味で、

COIL の相互作用における模倣の有効性を示唆する。 
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(5) 新しいコンテクストの付与 

このような COIL の特徴が活かされることで、学生側は、自分がすでに持っている考え方、認識の仕方、また、授業で学

んだ教材の内容を、新たなコンテクストに置いてみることになる。この経験は、自分の知の体系の変容、学びにつながる可

能性が高い。例えば、実践「ニ」は「芸術・外食産業アジアの起業家」を共通テーマとしているが、参加大学の地域である

ニューヨークとカンクンではその事情が随分と異なる。ニューヨークの学生は、街でそのような事例と数多く接するだけで

なく、自分の家族がその当事者であったりもする。カンクンの学生は、街で移民者の起業家を見る機会が少なく、その地で

生まれて暮らしていく人々が多い。「移民者」の捉え方がまるで別の言語のように異なるのである。この活動を通して、カン

クンの学生は「移民者」を取り巻く複雑多様な事情というコンテクストを習得し、ニューヨークの学生は、移民者に対する

ニューヨークとは異なるコンテクストに接することになるのである。このように、同等と思われていた事象に対する、別の

コンテクストの付与は、COIL で保持されるべき特徴である。 

 
5．おわりに 

 
 本稿では、COIL という、情報通信技術を活用した国際的な協働学習の、特に「協働学習」といった点において検討して

きた。協同・協働学習の主な思想的背景の社会的構成主義は、学習論に転換をもたらし、教授法にも影響を及ぼした。そし

て本稿では社会的構成主義における学びのプロセスを確認することで、COIL を実践する際に確保すべき観点を抑えた上で

様々な実践例を分析的、批判的に取り上げた。今後の課題としては、個別の実践例における相互作用の発言や協働課題の内

容の詳細を、より具体的に分析することで、個々人の学びへ影響を及ぼすダイナミズムを見ることが必要と考えられる。 
 COIL は、その形式よりも、その中で行われるはずの有意味な相互作用に焦点を当てるべきである。COIL という新たな

教育実践は、テクノロジーの発展を背景に海外の大学生との協働が可能となった注目すべき実践形態であるが、その内実は、

一つの学級の中でも行われ得ることでもある。オンラインで容易に繋がることができるからこそ、私たちは、新たな教育実

践の大きく目立つ部分に目を向けてそれを賞賛するのではなく、「なぜ、その活動を他国の学生とともにするのか」といった

基本的な事柄を実践の前に改めて問い直す必要がある。さもなければ、COIL よりも大学内の講義で完結した方が、より充

実した学びを得ることができる事例が生まれてしまうことになるだろう。目新しさだけで食いつかず、COIL で展開できる

学びを常に中心におく必要がある。 
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